漫画家を目指す私と、私の宝物
《漫画・イラスト部門　金賞》
高須小学校六年　甲斐出　優羽　

　私の大好きな宝物は、友、母、父、絵です。友達でも、その友達は気やすく話せるし、母父は私を最も支えてくれる家族で、絵は小さい頃からかいている。このような人、物は私を支えてくれるゆいいつの存在、そして、宝物なのです。
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好きな事ができるということ
《漫画・イラスト部門　銀賞》

翠町中学校三年　郷原　綾乃　

私を支えてくれるものを最初考えた時絵を描くことだと思いました。ですがその絵を描けるのは誰のおかげだろうと考えると母ということに気づきました。いつも私を支えてくれる絵やその絵を描かせてくれる母に感謝をしようと思いました。
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未来の確率
《漫画・イラスト部門　銅賞》

国泰寺中学校三年　井上　乃奈　

この作品は、｢今の自分になるための成分｣と、｢将来なるかもしれない自分｣を表せるよう描きました。
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カープおじさんありがとう
《漫画・イラスト部門　銅賞》

中野小学校三年　谷村　紅葉　

毎朝カープおじさんの所を通りすぎるのが楽しみです。いつも見守ってくれてありがとう。
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補聴器
《漫画・イラスト部門　入選》

広島南特別支援学校中学部二年　杉江　拓海　

　自分は耳が聞こえません。そのために、普段は〝補聴器〟をつけています。自分の世界を広げてくれる、なくてはならないものです。なので補聴器を描きました。
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自然のけしき
《漫画・イラスト部門　入選》

安東小学校六年　吉野　拓真　

　ぼくの家の近くにこういうけしきが見れる所があるので、そのけしきをイメージしてかきました。あと、小鳥をかいてみたり、どんどん遠くにいくにつれて、色をうすくしました。
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